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を
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技
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々
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活
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を
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２
月
に
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週
一

度
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自
宅
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生
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花
教
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以
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寂
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し
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田

さ
ん
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穏
や
か
な
表
情
で
振
り
返
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。

毎
年
、
町
の
文
化
祭
で
は
自
身
と

教
室
の
生
徒
の
作
品
が
会
場
を
彩

る
。
今
年
の
池
田
さ
ん
の
作
品
は
、

花
器
が
二
つ
並
ん
だ
。
マ
ツ
や
ユ
リ

な
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生
け
ら
れ
た
メ
イ
ン
の
器

と
、
そ
の
隣
に
は
、
達
也
さ
ん
が
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職
記
念
に
も
ら
っ
た
高た
か
は
ま
や
き

浜
焼
に
添
え

ら
れ
た
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
と
金キ
ン
シ
バ
イ

糸
梅
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自
身
夫
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イ
メ
ー
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し
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。
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こ
れ
か
ら
も
健
康
で
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自
宅
で

皆
さ
ん
と
一
緒
に
生
け
る
喜
び
を
分

か
ち
合
っ
て
い
き
た
い
。
人
と
の
出

会
い
を
大
切
に
、
自
分
な
り
の
お
花

へ
の
ま
っ
す
ぐ
な
気
持
ち
を
大
切

に
、
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
に
か
く
花
と
向
き
合
う
こ
と
が

楽
し
い
と
話
す
池
田
さ
ん
は
、
今
を

大
切
に
、
穏
や
か
な
世
界
を
生
き
て

い
く
。

上 小川町文化祭で展示した作品。メインの
隣で、達也さんをイメージした花器が優し
く見守る。 中 文化祭後、メインを豊野町の
豊田博道さん作の器に変え、隣に添えられた
金糸梅と山

サ ン キ ラ イ

帰来を合わせて自宅の床の間にア
レンジ。中国黄

こうざん

山のマツの掛け軸を添えた。 
下 達也さんの運転免許返納前に、最後にド
ライブをした若宮海水浴場での思い出の一枚。

県芸術功労賞の授賞式（中央）「まさか私が、とい
う気持ちと同時にうれしかった。」と池田さん。


